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学校法人北都健勝学園 理事長
的場 巳知子
本校の業績集を発刊させて頂けます事に､皆様方に心より感謝申し上げます｡
どのような研究も､世のため人のために行われています｡研究に失敗という言葉は無く､それは
すべて目的-の過程のひとつと捕え､あまたの努力を日々 重ね続ける地道な学問です｡本校の業
績も､世界の学問体系の中に繋がっています｡それを感じつつ､色々な方々に読んで頂ける事を
願っております｡
関学3年目の年報に寄せて
新潟リハビリテーション大学院大学
学長 大津 源吾
かつて中学生時代に恩師から､自分の行動をおこすにあたっては､つねにその "目的"を
明確にし､それを達成する "目標"を決め､そしてその目標に近づくための "目安"に向け
て努力せよと訓えられた｡研究の世界でもつねに､長期的展望､中期的目標､そしてさし当､
たっての短期的目安の解決に向けた研究努力 ･成果が要求される｡ノ
関学3年目を迎えた本学の自己点検 ･自己評価の一環として ｢平成21年度年報｣が､関係
各位のご蓋力で作成されました｡学生教育並びに研究面でのさし当たっての努力の一端が一
里塚として記されたものであります｡将来､｢高次脳機能障害や摂食 ･嚇下障害の回復を促す
医療開発｣という大きな成果につながることを祈りつつ､挨拶の言葉とさせていただきます｡
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1. 大学の基本理念
1) 理念 ･目標
弱者に目を向けた学び
一中･高年齢者の介護予防とリハビリテーションを中心として-
｢理念｣
○当該分野における最先端の知識と技術を有した人材を輩出し､教育研究成果を通して
幅広い領域で社会に貢献する｡
○医療 ･福祉の現場で日夜その職に徹している医療補助職の資質および地位の向上に貢
献する｡
｢目標｣
○リハビリテーションを機軸とするさまざまな角度から､中･高年齢者の医療を基盤と
した福祉医療に関する教育研究活動を展開し､その成果を社会に公開し還元する｡
○深い洞察力と科学的データから弱者 (患者)の疾患を客観的に把握し､それに対する
治療技術を十分に駆使することができ､さらに弱者 (患者)の心の痛みを理解しつつし
抱えている問題を軽減できる知識と技術を培い､臨床現場や福祉施設でリーダーとな
って活躍できる医療従事者､また大学や専門学校あるいは関係企業等でその力を発揮
できる教育 ･研究者としての人材を養成する｡
2) 教育内容の特色
研究科､専攻等の名称及び学位の特色
研究科名称 :リハビリテーション研究科 〔GraduateSchoolofRehabilitation〕
専攻名称 :リハビリテーション医療学専攻 〔RehabilitatlonMedicine〕
学位名称 :修士 (リハビリテーション医療学)〔Masterof RehabilitationMedicine〕
学位の特色 :リハビリテーションを基盤とする摂食･嚇下障害､高次脳機能障害の分野で
～ 確固たる専門性を履修した者に与える学位である｡
2.沿革
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3.組織及び機構
1)組織図 (平成21年4月 1日現在)
選考委員会
去盈 杉下 山村 熊木 野田倉智
摂食.噴下障害コー ス
出血 野田熊木 倉智 真貝 宮岡
高次脳機能障害コー ス
教務部 .
学生部(奨学金関係含む)
事務部
入学者選抜委員会
出血 大津 伊林 大滝
倫理委員会
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図書委員会
学術委員会
広報委員会
評価委員会
カリキュラム検討委員会
摂食噸 下障害コー ス
高次脳機能障害コー ス
(平成 21年5月 1日現在)
選考委員会
太選~杉下 山村 熊木 野田 倉智
教務部
学生部(奨学金関係含む)
事務部
入学者選抜委員会
出社 大琴 伊林 大滝
倫理委員会
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図書委員会
蓋且圭伊林 真具 宮岡 岩佐 竹部
学術委員会
広報委員会
評価委員会
2)役職者
学 長 大津 源吾
副 学 長 杉下 守弘
研究科長 山村 千絵
事 務 長 大滝 かおり
教務部長 岩田 まな
学生部長 加藤 豊広
摂食 ･嘩下障害コース長 山村 千絵 (兼務)
高疾脳機能障害コース長 伊林 克彦
3)教員数
専任教員 18 名 (2009年4月 1日現在)
コース別教員数 (2009年4月 1日現在)
±-ス等 教授 准教授 講師 助教 助手 合 計
高次脳機能障害コース 5名 5名
摂食 .嚇下障害コース 4名 1名 5名
共通教育 2名 2名 4名 8名
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教員一覧
(1) 専任教員
専任教員一覧
避位 ･フリガナ旦名<就任年月> 保有学位 担当授業科目
理事畢准教授 -マトハ寸 ミチコ的場 巳知子<平成 19年4月> 医学士 リハビリテーション心理学 .
学長 オオサワ ゲンコや大津 源吾､<平成 19年4月> 医学博士 . リハビリテーション医療学医療倫理内科学
教授 呼吸リハビリテーション学研究指導 (摂食 .嚇下)高次脳機能
副学長 スキ寸シタモリヒロ杉下 守弘<平成 19年 10月> 医学博士 画像診断学視空間知覚障害学失語症失読.失書
教痩 認知科学高次脳機能障害学実習高次脳機能障害研究実習研究指導 (高次脳機能)
研究科長 ヤマムラ チエ山村 千絵<平成 19年4月> 博士 (歯学) 摂食 .嘆下障害学摂食 .嚇下病態生理学教授 摂食 .嚇下障害研究実習研究指導 ~(摂食 .′喋下)
教授 - ツクタや イチロウ 医学博士 神経心理学行為 .遂行障害佃 一郎 発達障害
く平成 19年4月> 高次脳機能障害評価学研究指導 (高次脳機能)
教授 .サトウ シュンヤ 医学博士 リハビリテーション研究法佐藤 舜也 高次脳機能障害研究実習
<平成 19年4月> . 研究指導 (高次脳機能)
衰柁 クマキ カツシ寸熊木 克治<平成 19年4月>~ 医学博士 神経解剖学運動機能末栖神経研究指導 (摂食 .嚇下)
教授 ノダ タダシ野田 忠<平成 19年4月> 歯学博士 口腔介護論摂食 .嚇下発達障害学摂食 .購下障害研究実習研究指導 (摂食 .喋下)
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専任教員一覧
遊佐 フリガナ旦亀<就任年月> 保有学位 担当授業科目
教授 シンがイ トミオ真貝 富夫/<_平成20年 11月> 医学博士 顎顔面機能学摂食 .嘆下障害研究実習研究指導 (摂食 .嚇下)高次脳機能
教授 ■イハ寸ヤシ カツヒコ伊林 克彦<平成 19年4月> 医学博士 認知症高次脳機能障害学実習右半球ケーススタディ高次脳機能障害学研究実習研究指導 (高次脳機能)
教授 イワタ マナ岩田 まな<平成 19年4月> 博士 (医学) 意識 .注意障害高次鹿機能障害実習 ､失認症ケーススタディ高次脳機能障害研究実習研究指導 (高次脳機能)
教授 クラチ マサコ Ph.D. 摂食 .嚇下機能検査評価学嘆 障害治療計画法倉智 雅子 ケーススタディ
<平成 19年4月> 摂食 .嚇下障害研究実習研究指導 (摂食 .喋下)
准教授 ミヤオカ サトミ宮岡 ~里美<平成 19年4月> 博士 (歯学) 頚部 .体幹機能評価治療学 -摂食 .嚇下障害学実習栄養食事管理学摂食 .嚇下障害研究実習認知科学研究指導 (摂食 .喋下)
准教痩 カトウ トヨヒロ 修士 (健康科学) 統合医療.加藤 豊広 東洋 学
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(2) 兼任教員
兼任教員一覧
フリガナ旦名<就任年月> 担当授業科目
カナウチ ヨシアキ金内 喜昭<平成 19年4月> 医療倫理
オタやニ スミコ小谷 ス 子<平成 19年4月> 摂食 .嚇下食品学調理
ハタリ カス寸オ波多野 和夫<平成 19年4月> 前頭葉機能障害学
ヤキ寸 ミル八木 稔<平成 19年4月> 医療統計学
アオキ ハキ寸コ青木 萩子<平成 19年4月> 老年看護学
シキバ リュウシ式場 隆史<平成 19年4月.> 精神医学
イマフタ イチロウ今福 一郎<平成 20年4月> 視空間知覚障害
アピコ オサム安孫子 修<平成 19年4月>_ 高次脳機能障害学
セオ ケンゾ瀬尾 憲司<平成 19年4月> リスク管理法
ヤマムラ ケンスケ山村 健介<平成 19年4月> 研究方法論
キド トシアキ木戸 寿明<平成 19年4月> 摂食 .嚇下障害学実習~ 訓練治療学 ./
-9-
4.学年歴
1)学年歴 ･行事
年 月 ､白 事 項
2009年 4月 3日 (金)
2009年 4月 6日 (月)
2009年 4月 7日J(火)
2009年 6月 4日 (木)
2009年 7月 11日 (`土)
2009年 7月23日 (木)
2009年 8月 1-2日 (土一日)
2009年 8月22-23日(土一日)
2009年 9月 10日 (木)
2009年 9月 12日 (土)
2009年 9月 26日 (土)
2009年 9月 28日 (月)
2009年 11月 2日 (月)
2009年 11月 14日 (土)
2009年 12月 25日 (金)
2010年 1月 7日 (木)
第3回入学式 (大学院生6名)
新潟リハビリテーション専門学校合同開催
新入生オリエンテーション
前期授業開始 L
学生健康診断 ･教職員健康診断
夏季休業開始
消防訓練
第 14回 新潟神経言語学セミナー開催
LSVTワークショップ 日本開催
夏季休業終了
後期授業開始
第 Ⅰ期入学選考試験
修士論文中間発表会
文部科学省 設置計画履行状況調査 ｢実地調査｣
調査委員 ､
小間 篤 委員
独立行政法人科学技術振興機構 研究主監
蜂須賀 研二 委員
産業医科大学 リハビリテーション医学 教授
随行事務
森友 浩史
文部科学省高等教育局高等教育企画琴大学設置室長
山田 泰広
文部科学省高等教育局医学教育課
田畑 潤司
文部科学省高等教育局高等教育企画課大学設置室
第Ⅱ期入学選考試験
冬季休業開始
冬季休業終了
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年 月 日 事 項
2010年 1月23日 (土) 第血期入学選考試験
2010年 2月 9日 (火) 修士論文発表会 .審査会
2010年 3月 12日 (金) 第2回学位授与式
2010年 3月 13日 (土) 第Ⅳ期入学選考試験
2010年 3月22日 (月) 春季休業開始
2010年 4月 10日 (土) _第Ⅴ期入学選考試験
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5.管理運営
1)､教授会
教授会
① 教授会構成員 学長､副学長､研究科長､研究科担当の選任教員
② 主な審議事項及
び決定事項等
*大学院の事項
(1)教育課程に関する事項
･カリキュラム改革について
･長期履修生の履修計画について
･TA(テイサン ク やアシス タ再)に ついて
･復学後の授業履修と単位認定について
･授業科目の履修方法､試験 ･評価規程における施行細則の改訂
･学生便覧 ･修士論文関係要綱について
(2)学生の入学及び課程の修了 ･学位授与に関する事項
･大学院生､研究生の入学について
･大学院入試について
･大学院入学定員の検討
･大学院生の研究テーマ､指導教員､研究計画書等審査について
･修士論文発表会､論文審査について
･大学院生修了判定､学位記授与式について
(3)教員の選考に関する事項
･助手人事について
･名誉教授規程について
(4)学生の身分に関する事項
･休学について
･復学について
(5)その他大学院の教育研究に関する事項
･留意事項実施状況､文科省実地調査について
･認証評価に向けて､中･長期計画
･学則変更について
･研究費予算案について
･戦略的大学連携支援事業について
･FD､SDについて
･管理運営体制 (委員会組織)について
･大学院授業料改定 ･特待生制度変更について
･年間学事計画予定
･図書室規程､オンラインジャーナル整備等について
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･神経 ･言語障害学セミナー､LSVT講習会開催について
･科学研究費､学術研究振興資金等､応募について
･文科省からの通知事項報告
･外部各種会議報告
･内部各種委員会報告
*学部増設関連事項
･新潟リハビリテーション大学医療学部設置について
･新潟リハビリテーション大学医療学部の学則について
･開学までの準備､大学説明会､開学記念行事について
･学部入試について
･リハビリ体験フェスタについて
･研究室配置について
③ 教授会開催状況 開催状況
第 1回 2009年
第 2回 2009年
第 3回 2009年
第 4回 2009年
第 5回 2009年
第 6回 2009年
4月 13日
5月 11日
5月 13日 (臨時)
6月 8日
7月 13日
9月 14日
第 7回 2009年 10月 19日
第 8回 2009年 11月 9日
第 9回 2009年 12月 14日
第 10回 2010年 1月 18日
第 11回 2010年 2月 8日
第 12回 2010年 3月 8日
2)委員会
(1)不正防止委員会
Q)委員 委員長 大揮 源吾
委 員 杉下 守弘､中村 千絵､伊株 克彦､大滝 かおり
② 開催状況 開催回数 0回
③ 審議事項 2009年 10月 ｢研窄機関における公的研究費の管理 .監査のガイ ド
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(2)危機管理委員会
①1委員 委員長 大洋 源吾委 員 山村 千絵､大滝 かおり
② 開催状況 開催回数 3回
第1回 2009年 5月.1日
第2回 2009年 5月 18日
第3回 2009年 6月 1日
④ 特記事項 世界的に新型インフルエ_ンザが流行を始めたことを受け､本学メ-
リングリストおよびホームページを通じて､情報提供や注意喚起を
(3)選考委員会
(∋委員 委員長 大揮 塀吾員 杉下 守弘､山村 千絵､熊木 克治､野田 忠､倉智 雅子､
佐藤 舜也､佃 一郎､伊林 克彦､岩田 まな､真貝 富夫
② 開催状況 開催回数 1回
第1回 2009年 12月 14日
③ 審議事項 2010年度からの大学院の助手体制について
④ 特記事項 学部増設申請に当たり､設置準備委員会主導の下､学部専任教員､
非常勤教員を選出依頼し､文科省の教員審査にかけたoこのための
(4)倫理委員会
(丑 委員 委員長 山村 千絵
委 員 野田 忠､倉智 雅子､佃 一郎､佐藤 舜也
②.開催状況 委員会開催 (メール討議含む)回数 7回
第 1回 2009年 4月 30日
第 2回 2009年 5月 11日
第 3回 2009年 5月21日
第 4回 2009年 7月24日
_第 5回 2009年 8月 7日
第 6回 2009年 9月25日
③ 審議事項 教員､院生､研究生等の研究課題に対する倫理審査の実施､判定結
果の調整 .通知
④ 特記事項 研究課題のうち､院生の修士論文にかかわるものについては､倫理
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教員全員で倫理審査を夷施している○その審査結果を倫理委員会内
で調整 して､大学院生に結果を通知するシステムとなっている○
(2009年度修士論文にかかる院生の倫理審査申請は4件)I
(5)入学者選抜委員会
① 委員 委員長 山村 千絵
委 員 大揮 源吾､伊林 克彦､大滝 かおり
② 開催状況 2010年度大学院入試にかかる委員会開催回数 5回
第 2回 2009年 12月21日
第 3回 2010年 1月 26日
第 4回 2010年 3月 16日
第 5回 2010年 4月 10日(前年度第Ⅴ期入試合否判定等のた
め)
その他に打ち合わせ､メール討議多数あり
学部入試についての打ち合わせもあり
③ 審議事項 ･入試 日程 ..スケジュールの調整 .決定
･出願要件の検討
･募集要項決定 .要項冊子作成
･入試当日担当者の調整 .決定
･入試実施要項作成
･入試の実施
･出願資格判定 .合否判定 .特待生決定 .長期履修生認定
･その他学生募集全般について
(.学部入試について_の検討､援助､試験問麺点検等)
(6)教務部
① 部員 部 長 岩田 まな_
部 員 宮岡 里美､横井 晶
② 開催状況 シラバス作成時期 (12- 1月)に合わせて､メール討議実施
進級､修了判定時期 (3月)に合わせて､メール討議実施
③ 審議事項 ･学則に基づき､学生が進級.修了要件を満たしているかについて､
･＼研究科長と協議し､判定した○
･平成 21年度学事歴を確認した○
･平成 21年度カリキュラムの確認と調整を行った占
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ヽ ･開講状況の把握､出席簿記載､成績評価について点検した○
･学生の履修状況を把握し､休学者-の対応を検討した○
(7)学生部 (奨学金関係を含む)
① 部員 部 長 加藤 豊広
部 員 真貝 富夫､伊林 克彦
② 開催状況 開催回数3回
第 1回 2009年 9月
第 2回 2009年 12月
第 3回 2010年 2月
_③ 審議事項 ･セミナーの内容報告
④ 特記事項 学生部を代表して加藤がセミナーに参加
①平成 21年 9月 10日 (木)
リスクマネージメントセミナー｢学生のメンタル-ルス問題と対
策｣
②平成 21年 12月 9日～平成 21年 12月 10日
平成 21年度障害学生修学支援のための教職員研修会 (修了証書
あり)
_③平成 22年 1月21日～平成 22年 1月22日
平成 21年度学生支援合同フォーラム
(8)図書委員会
① 委員 要員長 岩田 まな委 員 伊林 克彦､真貝 富夫､宮岡 里美､
原田 慎司､竹部 香代子
② 開催状況 開催回数 3回-
及び審議事項 1) 2009年 6月3日
議題 :図書館ネットワ⊥ク参加の方向で調整する○
2) 2009年 7月28日
議題 :大学院図書室と専門学校図書室の関係について
3)- 2009年 9月29日
議題 :図書室利用規定について
図書検索システム導入の検討
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(9)学術委員会
① 委員 委員長 杉下 守弘員 山村 千絵､伊林 克彦､岩田 まな､倉智 雅子､
･宮岡 里美､岩佐 浩文
② 開催状況 開催回数 1回
第 1回 2009年 4月 13日
③ 審議事項 ･｢いきいき県民カレッジ｣｢地域公開講座｣｢LSVT研修会｣｢新潟
神経 .言語学セミナー｣等の企画 .運営を検討した○
④ 特記事項 地域公開講座を"いきいき県民カレッジ"の一講座として位置づけ､
(1q)広報委員会
① 委員 委員長 官岡 里美
委 員 倉智 雅子､加藤 豊広､原田 慎司､樫井 晶
② 開催状況 開催回数 12回
第 1.回 2009年 4月 7日 (㊨学園広報部会)
第 2回 2009年 4月 13日
第 3回 2009年 6月 5日-(㊧学園広報部会)
第 4回 2009年 7月 1日 (㊨学園広報部会)
第 年回 2009年 8月 25日 (㊧学園広報部会)
第 6回 2009年 9月_15日
第 7回 2009年 10月 21日 (@学園広報部会)
第 8回 2009年 11月 25日 (㊧学園広報部会)
第 9回 2009年 12月 24日 (㊧学園広報部会)
第 10回 201.0年 1月 28日
第 12回 2010年 3月 17日
広報活動は､必要に応じ､随時打ち合わせやメール討議を頻回に
行っている○また､学園広報部会には毎回出席し､連携して活動
しているO
活動状況は毎回の教授会で報告し､その議を経ている○
③ 審議事項 ･今年度の広報活動の基本計画の策定
･学部増設に関しての市民アンケー トの実施と分析 し
･学部増設に伴 う広敷pR活動 (｢設置認可申請中｣の告知)
･各種広報媒体を利用した大学広報の計画と実施
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･高校訪問の計画と実施,大学説明会の開催,進学木目談会-の参加
･ホームページのリニューアル
･｢共生型大学連携｣(代表 :新潟青陵大学)-の参加
･ランチョンセミナーの企画 .運営
･スキルアップセミナー､いきいき県民カレッジ等 本学が主催/
参加する公開講座の広報
･新潟リハビリテ∵シヨン大学広報委員会規程の立案
④ 特記事項 詳細は､毎回の教授会にて口頭と文書にて報告している○また､必
要に応じ､教職員専用メーリングリス トを通じて､随時報告､連絡
(ll)FD委員会
① 委員 委員長 佃 二郎員 山村 千絵､野田 忠､倉智 雅子､佐藤 舜也､
真貝 富夫､的場 巳知子､宮岡 里美､加藤 豊広
② 開催状況 開催回数 1回
第 1回 2009年 5月-11日
③ 審議事項 ①20年度活動総括
②法人の管理組織改正に伴 う新 FD委員会の構成の件
③FD委員会規約の件
④ガリキユラム委員会
⑤2009年度の活動計画 .研修会テーマの件
④ 特記事項 ･FD夏季研修会開催 2009年 7月 28日 (火)
議題 :ハラスメントについて
(12)評価委員会
① 委員 委員長 官岡 里美 .員 佃 一郎∴佐藤 舜也､樫井 晶､
原田 慎司 (田村 裕に交代)
② 開催状況 開催回数 7回
冬び審議事項 第 1回 2009年 4月 3-冒
･今年度の方針検討
･評価委員会規程甲改訂について検討
･平成 20年度 .｢学生による授業評価｣の実施についての検討
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第 2回 2009年 4月28日
･評価委員会委員長､(財)大学基準協会主催 ｢大学評価実務説明
会｣-の参加
第 3回 2009年 5月 11日
･第三者評価を受ける時期の検討
プロセスの確認
･第 1案 ｢H24年度｣モデル､第2案 ｢H25年度｣モデルを提
案
･大学評価の視点をも参考にしながら､今後の大学運営及び教
育 ･研究を進めるよう､教授会で提案
第 4回 2009年 9月 5日
･平成 20年度 ｢年報｣作業手順を再検討
第 5回 2009年 10月30日
･平成 20年度 ｢年報｣作業終了
･平成 21年度前期分 ｢学生による授業評価｣の実施について
第 6回 2009年 12月 14日
･大学基準協会からの出向依頼について
･今年度の自己点検 ･自己評価について
第 7回 2009年 1月 18日
･平成 23年以降の大学認証評価システムの確認
･新潟 リハビリテーション大学 ｢自己点検 ･自己評価委員会｣の
準備
･試案 ｢自己点検 ･自己評価委員会規程｣の検討
･提案 (次年度):ワーキング委員会等の設置､委員の研修-の
参加
③ 特記事項 ･審議事項はすべてその後の教授会において報告し､その議を経
ている｡
(13)_カリキュラム検討委員会
① 委員 委員長 佃 一郎_
委 員 野田 忠､岩田 まな､-真貝 富夫､倉智 雅子
② 開催堺況 開催回数 1回 平成 21年 6月 8日
③ 審議事項 カリキュラムのスリム化に伴 う､担当教員の配置について
④ 特記事項 カリキュラムの見直しにより大幅な単位数の削減が可能となつ
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(14)教務準備委員会 (学部増設準備)
① 部員
委員長 岩田 まな
委 員 宮岡 里美､楼井 晶､田村 裕､松林 義人､
原田 慎司､鈴木 真司､竹部 香代子 (後に長谷部に交代)
②開催状況及び審議
事項
第1回 平成21年 12月21日･
①学生便覧作成にむけて
②講義概要作成に向けて
③時間割､学事暦作成に向けて
④資格取得体制の整備
第2回 平成22年 1月 12日
①学生便覧作成にむけて
②履修届けについて
③講義概要作成進展状況
④次回までのタイムスケジュール確認
第3回 平成22年 1月25日
①学生便覧の訂正箇所検討
②シラバスの集まり具合について
③担任制をとるかどうかについての意見調整
④仕事の分担
第4回 平成22年 2月 3日
①学生便覧進展状況
②フレッシュマンセミナーⅡの内容について
③シラバスの集まり具合
④教科書一覧表
⑤見学実習先について
⑥大学に必要な施設の検討-新潟医療福祉大見学
(2月中)
⑦大学のオリエンテーションの内容検討
第5回 平成22年 2月 8日 (学生部と共同ミーティング)
①大学オリエンテーション案
i)学生生活全般 ii)教務関連全般
iii)実習について iv)図書館利用
Ⅴ)専攻別オリエンテーションついて
vi)校内見学
②担任制にするかゼミ制にするかについて
第6回 平成22年 2月 17日
①学生便覧
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②講義概要
③フレッシュマンセミナー
④教科書
⑤選択科目
⑥担任制 (担任と副担任の2人体制とする)
第 7回 平成 22年 2月 24日
①学部説明会試案検討
担当決定
②4月2日のオリエンテーションの内容検討
第8回 平成 22年 3月 9日
①新入生オリエンテーションの打ち合わせ
内容と担当者決定
②大学の教務にST教員不足
sTクラスア ドバイザーの件
第 9回 平成 22年 3月 23日
①学生便覧 補足､修正
②オリエンテーションタイムスケジュール調整
③クラスア ドバイザー人選
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6.大学院大学の公開と社会貢献
1)研修会/講演会
(1)畳上皇一回 新潟神経 ･言語障害学セミナー
会場 岩船広域教育情報センター 視聴覚ホール
期日 平成21年8月 1日(土)～2日(冒)
時間 9:00-16:10(両日共)
講師 1日目 矢守 麻奈 先生 大阪河崎リハビリテーション大学 教授
2日目 本村 暁 先生 御所病院 副院長
内容 1日目 矢守 麻奈 先生
1コマ目
2コマ目
3コマ目
2日目 本村
1コマ目
2コマ目
3コマ目
摂食嚇下機能と高次脳機能の関連
摂食嚇下機能の評価法～早期発見 ･早期対応を目指して～
高次脳機能障害のある方の摂食嚇下リハビリテーション
暁 先生
高次脳機能障害を理解しよう
失語症の臨床 Ⅰ
失語症の臨床Ⅱ
(2)LSVTワークショップ (日本開催)
会場 夕映えの宿汐美荘
期日 平成21年8月22日 (土)～23日 (冒)
時間 1日目8:30-18:00
2日日9:30-16:45
講師 LorraineOIsonRaming 教授
CynthiaFox教授
内容 <1日目>
受付
試験 (受講前テスト)
講義
<2日冒>
受付
講義
認定試験
模擬訓練 (実際のボランティア患者)
まとめ､質疑応答
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(3)地域公開講座 (いきいき県民カレッジ登録講座)
会場 新潟リハビリテーション大学院大学
期日 平成 21年 11月27日 (金)
時間 14:40-16:10
講師 真貝 富夫 先生 (新潟リハビリテーション大学院大学 教授)
内容 味の不思議 ･のど越しの味
(4)地域公開講座 (いきいき県民カレッジ登録講座)
会場 新潟リハビリテーション大学院大学
期日 平成 21年 12月3日(木)
平成 21年 12月 10日(木)
時間 16:20-17:50
講師 安光輝 先生 (上海中医薬大学 鋪灸推舎学部 講師)
内容 中国伝統養生法 ｢六字訣｣を学び､健康体操で首 ･肩の凝り､痛みなどを改善
し､臓肺の疾病を予防します｡
2)社会貢献活動
｢こっこ｣
代表 岩田 まな 教授
目的
1)学生の臨床実習の場を提供する
①大学院学生が学内の実習施設で臨床実習ができる
②専門学校の学生には､■将来なるべき STの職種を見学させて自覚を促 し､
motivationを向上させる｡
2)教員の研究の場とする
実践的研究の場を提供する
3)地域貢献の一環とする
①言語 ･高次脳機能障害に関する相談､評価
②発達障害の早期発見と治療的関わりの場を提供する
③高次脳機能障害患者､運動障害性構音障害患者の訓練の場を提供する
対象
i.子供の言語発達や全体的な発達に不安を持っている方
正.子供､あるいは成人の方の発音についての相談
ii.脳卒中や交通事故などの後の言語障害
iv. 高次脳機能障害をお持ちの方
Ⅴ.認知症が心配な方
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3)ランチョンセミナー
第 13回大学院ランチョンセミナ⊥
日時 7月 13日 (月) 12:15-12:55
場所 大学院棟 サロン教室
話題 ｢摂食 ･嚇下のしくみ入門から嚇下食開発まで｣/
講師 山村千絵
第 14回大学院ランチョンセミナー
日時 9月 14日 (月) 12:15-12:55
場所 大学院棟 サロン教室
話題 ｢霊長類学が人コミュニケーションに与えた功績｣
講師 佃一郎
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7.教育活動
1)教育課程の編成方針と特色
本大学院の目指すものは､近年中･高年で急速に増加している摂食 ･嚇下障害や高
次脳機能障害に羅患し苦しんでいる患者に対し､リハビリテーションの立場から援助
を行える有能な医療従事者及び研究者を育成するというものであり､そのための教育
カリキュラムとなっている｡
(1)教育課程の基本構成
教育課程は ｢共通基礎科目｣､｢専門基礎科目｣､｢専門科目｣の 3つに分かれ､その
多くは1年次で履修する｡
｢共通基礎科目｣では､主にリハビリテーションと医療を軸とした人間尊重を､そ
して近年注目されている統合医療もテーマの一部とし､専門基礎科目や専門科目を学
ぶための基礎知識を得ることを目的としている｡
｢専門基礎科目｣では､中 ･高年のリハビリテーション医療をコンセプトとし､身
体的 ･精神的に雁患している弱者(患者)を理解し援助を行うために必要な基礎科目を
習得する｡摂食 ･喋下や脳の機能的な側面についての基礎的な知識を得る為の ｢神経
解剖学｣や､中･高年の患者が抱えるリスク及びその対処法を学ぶ ｢リスク管理法｣
等々である｡
｢専門科目｣では､共通基礎科目､専門基礎科目で履修した知識を基に､摂食 ･喋
下障害コースと高次脳機能障害コースに関するできるだけ多くの科目の中から､学生
が学びたい科目を自由に学べる選医製となっている｡
尚､学生が希望したコース-は､1年次12月より専攻する｡
この 2つのコースに分かれた後は､弱者(患者)が抱えている具体的な諸問題に直接
対応できる評価法や治療法など実践的色合いの濃い科目を習得していく｡ 例えば､各
コースに専門科目として､｢摂食 ･嚇下障害実習｣や ｢高次脳機能障害実習｣が設けら
れている｡
(2)研究実習
1年次の1-3月または､2年次の4-6月に､コース別の ｢研究実習｣を行って
いる｡これらの実習は､基本的には修士論文を作成するための実習として位置づけら
れている｡
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2)どのような人材を育成するのか
本学は､リハビリテーションを機軸とする様々な角度から､中･高年者が抱えている身
体的及び精神的課題に対し､深い知識と技術を培った医療従事者及び教育者 ･研究者の養
成を目的としている｡本学で養成する主な人材は､以下の通りである｡
(1)摂食 ･喋下障害コース
主として摂食 ･嚇下障害 (食べたり飲み込むことがうまくいかない)患者に対し､
① 病院 ･老人保健施設 ･特別養護老人ホーム ･在宅等の臨床現場に率いて､迅速な評価
や QOL向上のために最善のアプローチを行うことができ､リー ダー的役割を担う医療従
事者｡
② 教育現場あるいは食品･医療関係企業等で､新しい評価方法や訓練方法を研究したり､
家庭や介護施設等で利用可能な喋下食等の開発ができる想像力豊かな教育 ･研究者｡
(2)高次脳機能障害コース
主として高次脳機能障害 (認知症､失語症､失認症､記憶障害など)の患者に対し､
① 病院 ･老人保健施設 ･特別養護老人ホーム ･在宅等の臨床現場において､適切な評価
やリハビリテーションを行い､さらに心理的サポー トも充分考慮できる､より高度な医
療従事者｡
② 機能改善のためのアプローチ方法や､AÅc(代替コミュニケーション)などの良好な人
間関係の修復などに関する開発および教育等に携わる教育 ･研究者｡
3)教育課程
(1)授業科目担当教員及び対象学生 (別表参照)
(2)大学院導入教育
修士論文ゼミ (平成21年5月から開講)
･ 文献抄読会
･ 基礎英語
･修士論文作成マニュアル配布
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4)FD
(1)学生による授業評価の実施
本学では､教員の教育力を高めるための一環として､｢学生による授業評価｣を全ての授業
に対して実施している｡授業評価を実施することで､学生が積極的に授業-参加し､学習意
欲を高めることにも繋がっている｡また､授業アンケー トの結果は各教員-フィー ドバック
し､教員からもコメントを返してもらっている｡その学生と教員の双方からの自由な意見は､
それ以降の授業改善に反映させるように組織的に取り組んでいる｡
(2)学内FD活動の実施
① 平成 21年度 第 1回FD研修会
期日 平成 21年 7月28日 (火)
時間 10:00-15:00
内容 ｢ハラスメントについて｣
･アカデミック ･ハラスメント防止委員会設置基準
･アカデミック･ハラスメント相談窓口設置基準
･教職員セクシュアル ･ハラスメント防止等対策要綱
･セクシュアル ･ハラスメントをなくすために職員が認識すべき事項につい
ての指針
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3)- (1)授業科目担当教員及び対象学生
授業科目の名称 単位数 授業形態 担当教員
共通基礎科目 計 8単位
リハビリテーション医療学 ､ 2 講義 (必修) 大津 源吾 .高橋 邦杢
医療倫理 2 講義 (必修) 大揮 源吾 .金内 喜昭 _
医療統計学 1 講義 (必修) 八木 稔
研究方法論 1 講義 (必修) 山村 健介
専門基礎科目 計 9単位
神経解剖学 1_ 講義 (必修) 熊木 克治
リスク管理法 1 講義 (必修) 瀬尾 憲司
神経心理学 1. 講義 (必修) 佃 一郎
精神医学 1 講義 (選択) 式場 隆史
内科学 _1 講義 (選択) 大洋 源吾
運動機能学 1 講義 (選択) 熊木 克治
末梢神経学 1 講義 (選択) 熊木 克治
東洋医学 1 講義 (選択) 加藤 豊広
鋪灸特殊臨床学 ･1 講義 (選択) 加藤 豊広
専門科目 計 14単位
リハビリテーション研究法 2 講義 (選択) 佐藤 舜也 ..砂原 伸行
老年看護学 1 講義 (選択) 青木 萩子
高次脳機能障害学 1. 講義 (選択) 安孫子 修
摂食 .喋下障害学 1 講義 (選択) 山村 千絵
認知症 1 講義 (選択) 伊林 克彦
頚部 .体幹機能評価治療学 1 講義 (選択) 宮岡 里美
呼吸リハビリテーション学 1 講義 (選択) 大洋 源吾
画像診断学 1 講義 (選択) 杉下 守弘
行為 .遂行障害 1 講義 (選択) イ田一郎
発達障害学 1 講義 (選択) 佃 一郎
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授業科目の為称 単位数 授業形態 担当拳員
専門科目 (摂食 .喋下障害コース) 計23単位
摂食 .嚇下障害学実習 3 実習 (必修) 木戸 寿明 .宮岡 里美
摂食 .嚇下機能検査評価学 2 講義 (必修) 倉智 雅子
摂食 .喋下障害治療計画法 2 革義 (必修) 倉智 雅子
口腔介護論 1 講義 (必修) 野田 忠
摂食 .嚇下訓練治療学 2 講義 (必修) 木戸 寿明
摂食 .嚇下発達障害学 1 講義 (必修) 野田 忠
摂食 .嚇下病態生理学 1 講義 (必修) ~山村 千絵
栄養食事管理学 .1 講義 (必修) 宮岡 里美
摂食 .憾下食品学 1 講義 (必修) 小谷 スミ子
摂食 .嚇下調理学 1 講義 (必修) 小谷 スミ子
･ケーススタディ 2 講義 -(必修) 倉智 雅子
摂食 .嚇下障害研究実習 2 実習 (必修) 山村 千絵 .野田 忠倉智 雅子 宮岡 里美真貝 富夫
研究指導 (修士論文) 4 演習 (必修) 摂食 .嘆下障害コース専任教員
専門科目(高次脳機能障害コース) 計23単位
高次脳機能障害学実習 3 実習 .(必修) 伊林 克彦 .岩 田 まな
高次脳機能障害評価学 2 講義 (必修) 佃 一郎
高次脳機能障害治療学 2 講義 (必修) 砂原 伸行
前頭葉機能障害学 ･1 講義 (必修) 波多野 和夫
右半球障害学 1 講義 (必修) 伊林_克彦
記憶障害 ■ 1 講義 (必修) 武田 克彦
失語症 1 講義 (必修) 杉下 守弘
失読 .､失書- 1 講義 (必修) 杉下 守弘
失認症 . 1 講義 (必修).岩田 まな
認知科学 . 2 講義 (必修) 杉下 守弘 .宮岡 里美
ケーススタディ 2 講義 (必修) 伊林 克彦､岩田 まな
高次脳機能障害研究実習 . 2 実習 (必修) 杉下 守弘 .佐藤 舜也伊林 克彦 岩田 まな
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8.研究活動
1)著書
【摂食 ･喋下障害コース】
･山村千絵 (分担執筆)(小椋秀亮 監修)
｢歯学教育支援システム CBT練習問題｣生命科学(人体の構造と機能)･臨床歯学教育(口
腔･頭蓋･顎顔面領域の常態と疾患)
アルプ (秩),2009.
(全国歯科大学,大学歯学部に納入するCD-ROM教材,
担当部分は組織,循環器系,感覚器系,消化器系,泌尿器系,血液 ･造血器 ･リンパ網
内系)
･倉智雅子 (分担執筆)
藤田郁代監修,熊倉/小林/今井編集:シリースや標準言語聴覚障害学 ｢発声発語障害学｣
第1章 音声障害.p.3ト39,医学書院,2010.
【高次脳機能障害コース】
･伊林克彦 (分担執筆)
藤田郁代監修:藤田編集:シリースや標準言語聴覚障害学 ｢言語聴覚障害学概論｣
第2章 言語とコミュニケーション.p.21-27,医学書院,2010.
2)訳書
【高次脳機能障害コース】
･佃 一郎 監訳,岩田光見,岩田まな訳
C.M.Shore著
言語発達ってみんな同じ? 一言語獲得の多様性を考える-
学苑社,2009.
3)論文 (原著 original)
【摂食 ･喋下障害コース】
･埋井 最, 田村 裕, 叫村千絵:
加齢に伴う舌体性感覚閥値の変化.
新潟歯学会雑誌, 39(2):43-51,2009.
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<抄録>
摂食 ･嚇下リハビリテーションの現場では,運動機能回復を目的としたリハビリテー
ションがほとんどで,感覚機能回復を目的としたものは少ない｡また,加齢に伴う口腔
体性感覚の変化について,定量的な評価を行った研究もほとんどない｡
本研究は,食塊形成や食物の物性,位置,形状などの認知に重要な役割を果たす舌背
中央部の体性感覚の鋭敏度について,若年者と高齢者で比較することを目的として実施
した｡測定は触覚閥値,二点識別閥値水平方向･矢状方向,形状識別の三種類を行った｡
その結果,触覚開催(若年群0.035±0.013g,高齢群0.141±0.091g(平均値±sD)),
二点識別闇値 (水平方向 :若年群3.00±1.09mm,高齢群4.47±0.96mm,矢状方向 :若年群
5.83±1.52mm,高齢群7.04±1.96mm)は,ともに高齢群で有意に高かった｡さらに形状識
別正答率 (若年群78.00±16.31%,高齢群58.24±13.39% (平均値±sD))は,高齢群で
有意に低かった｡
本研究により,加齢に伴い舌背中央部の触覚,二点識別覚や形状識別覚は低下するこ
とがわかった｡この原因として加齢による舌粘膜組織の生理的変化や感覚中枢をはじめと
する中枢神経系の機能低下が関与していると考えられる｡高齢者は一般に阻噂や癖下にお
いて不利な条件下にあることが示唆される｡
【論文紹介サイ トのご案内】
全文 [pDF]www.dent.niigata-u.ac..jp/nds/journal/392/392_43.pdf
掲載誌 (目次)紹介
http://www.dent.niigata-u.ac..jp/nds/journal/392/index-_i.html
･田村 裕, 樫井 晶, 山村千絵:
口腔粘膜水分量と唾液分泌量の比較および保湿剤が唾液分泌量に及ぼす効果.
新潟歯学会雑誌, 39(2):35-42,2009.
<抄録>
嚇下リハビリテーションを含む口腔治療の現場では,口腔湿潤度を知ることは,治療
計画を立てる上で有益である｡そのため口腔粘膜水分量や唾液分泌量が測定されている
が,両者の関係性は不明である｡本研究は両者の関係を調べることと,2種類の保湿剤
が唾液分泌量に及ぼす効果を知ることを目的に実施した｡
研究は,口腔乾燥症状を呈する疾患がない健康な成人男女20名を用いて行った｡ 最初
に,口腔水分計 (ムーカス㊥)による口腔粘膜水分量とワッテ法による唾液分泌量を継時
的に同時測定することにより両者を比較し,関連が見られるか調べた｡
次に,口腔湿潤度を高めるために,臨床現場で使用されている二種類の保湿剤 (ハニ
ーウェット⑧とメンバーズ洗口液⑧)の効果を継時的に比較し,各々の保湿効果の特徴か
ら使用目的の明確化を試みた｡
安静時の口腔粘膜水分量と唾液分泌量には相関は認められなかった｡このことから口
腔湿潤度は,簡易的に測定できる口腔粘膜水分量のみでは判定しにくいことが示唆された｡
保湿剤の実験では,どちらの保湿剤も,水道水刺激時と比べ有意に唾液分泌量が増加
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した｡さらに,唾液分泌量の継時的変化を見ると,ハニーウエット⑧は刺激直後に分泌量
が急増する特徴があり,メンバーズ洗口液⑧は刺激後,分泌量増加の持続が長いという特
徴が見られた｡使用目的として,口腔乾燥が重度で食事前などに即効を期待する場合には
ハニーウエット⑧を,常時,口呼吸で口腔内が乾燥してしまう場合などにはメンバーズ洗
口液⑧が適すると考えられた｡
【論文紹介サイ トのご案内】
全文 [PDF]www.dent.niigata-u.ac.jp/nds/].ournal/392/392_35.pdf
掲載誌 (目次)紹介
http://www.dent.niigata-u.ac.jp/nds/.journal/392/index-｣.htlnl
･JunichiKitagawa,KazuharuNakagawa,MomokoHasegawa,Tomoyolwakami,
TomioShingai,YoshiakiYamada,andKoichilwata:
Facilitationofreflexswallowingfromthepharypxandlarynx･
JOralSci.,51(2):167-171,2009.
[Abstract]
Toevaluatethecooperativeeffectofafferentsignalsfromthepharynxandlarynxon
reflexswallowing,theinteractiveeffectofafferentsignalsfromthepharyngealbranch
oftheglossopharyngealnerve(GPN-ph)andsuperiorlar叩gealnerve(SLN)wasanalyzedin
detailjinurethane-anesthetizedrats.Theelectromyographicactivityofthemylohyoid
musclewasrecordedasanindicatorofswallowingactivity.Theonsetlatencyofreflex
swallowingwasmeasuredtoevaluatetheeffectsofelectricalstimulationofthesenerves,
andfoundtobecomeshorterfollowinganincreaseintheGPN-phand/orSLNstimulusfrequency.
Duringsimultaneouselectricalstimulation-oftheGPNIPhandSLN(frequency:5-10Hz,
intensity:30muA,duration:1.0msforeach),theonsetlatencyofreflexswallowingbecame
shorterthanthatforstimulationofeachnerveindependently.Thepresentfindingssuggest
thatspatiotemporalsumationofafferentsignalsfromtheGPN-phandSLNresultsinan
increaseofmotoneuronalactivityinthemedullaryswallowingcenter,thusenhancingreflex
swallowing.
【論文紹介サイ トのご案内】
全文 [pDF]〕os.dent.nihon-u.ac..jp/journal/51/2/167.pdf
･YutakaMiura,YujiMorita,HideklKolzumi,andTomioShingai:
Effectsoftastesolutions,carbonation,andcoldstimulusonthepowerfrequency
contentofswallowingsubmentalsurfaceelectromyography.
Chem.Senses,34(4):325-331,2009.
[Abstract]
Thisstudyexploredtheeffectsof5tastesolutions(Citricacid,sucrose,sodium
chloride,caffeine,andsodiumglutamate)Versuswateronthepowerfrequencycontentof
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swallowingsubmentalsurfaceelectromyography(SEMG).Healthysubjectswerepresentedwith
5mlofeachof5tastantsandwater.Datawerecollectedin3trialsofthe5tastants
andwaterbyusingsubmentalSEMG,whichwasthensubjectedtospectralanalysis.Sour
andsalttastesolutionsincreasedthespectrum-integratedvaluesofthetotalpower
components.Thespectrum-integratedvaluesoflow-frequencypower(below10Hz)inthe
salttastetrialsignificantlyincreased,whereasthoseofhigh-frequencypower(above
10Hz)inthesourtastetrialtendedtoincrease.Neitherpleasantnessnorintensityof
tastewasrelatedtothesechanges.Thisstudyalsoexploredtheeffectsofcarbonation
andcoldstimulusonthepowerfrequencycontentofcontinuousswallowingSEMGfor60-ml
solutions.Carbonationsignificantlyincreasedthespectrum-integratedvalueofthetotal
powercomponentsbysignificantlyincreasingthehigh-frequencycontent.Coldstimulus
significantlydecreasedthelow-frequencycontent.Insummary,thisstudyrevealsthat
taste,carbonation,andcoldstimulushavequalitativelydifferentinfluencesonthepower
frequencycontentofswallowingSEMG.
【論文紹介サイトのご案内】
全文 [PDF]http://chemse.oxford.joumals.org/cgi/content/full/bjpOO5vl
- 右上欄"FREEFullText (PDF)"-
･Y.Miyaoka,Ⅰ.Ashida,S.Kawakami,andS.Miyaoka:
Applicabilityofpiezoelectricsensorsforspeechrehabilitation.
JournalofMedicalEngineeringandTechnology,33(4):328-33,2009.
[Abstract]
Theapplicabilityofpiezoelectricsensorsforspeechrehabilitationwasexaminedby
settlngvocalizingtasksforsevenhealthyyoungadults(fourmenandthreewomen).A
piezoelectricsensorwasattachedtothefrontoftheneckandeachseatedsubjectwas
instructedtovocalize/a/Withsubjectivelowandhightonesand/pa/,/ta/,and/ka/with
asubjectivemiddletone.Thethreemajorfindingswere:(1)Slowpotentialchangesrecorded
atthestartofthesetaskswerefollowedbyrapidchanges;(2)thetasksdidnotdiffer
intheaveragerangeoftheslowchanges;(3)femalesubjectshadhigheraveragefrequencies
ofrapidchangesthanmalesubjects.Thefrequenciesandphasesoftherapidchanges
paralleledthesoundwavesrecordedintheneckduringthetasks.Swallowingtasksverified
theappropriatenessoftherecordingsystem.Theadvantagesofusingpiezoelectricsensors
intheclinicarediscussed.
【論文紹介サイ トのご案内】
全文 [pDF]
http://www.informaworld.com/smDD/content～db=all～contenW l_0603766
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･Ⅰ.Ashida,u y?_ok旦andY･Miyaoka:
comparisonofvideo-recordedlaryngealmovementsduringswallowingbynormalyoung
menwithpiezoelectricsensorandelectromyographicsignals.
JournalofMedicalEhgineeringandTechnology,33(6):496-501,2009.
[Abstract]
Themovementofthelarynxinfiveyoungmenduringtheswallowingofaliquidwasexamined
bysimultaneouslyrecordingavideo-movie,thetrajectoryofapiezoelectricsensor,and
thesurfaceelectromyogramofthesuprahyoidmuscles(SH).Themoviesrevealedswallowing
wasassociatedwithfourcharacteristicspatialpointsoflaryngealmovement:(1)aslight
movementinthesuperoposteriordirection(1.9土1.2S;mean士SDofthetimeelapsedafter
thecommandtoswallowwasissued);(2)theinitiationofanterosuperiorelevation(2.3
土1.3S);(3)theturnatthehighestposition(3.2土 1.2S);and(4)thereturntothe
initialposition(4･1士1･4S)･ThepiezoelectricsensorandtheSHelectromyogramalso
detectedcharacteristictemporalpointsthatcloselycorrespondedtothecharacteristic
temporalpointscapturedbythevideo.Theadvantagesofusingmoviesinswallowingresearch
arediscussed.
【論文紹介サイ トのご案内】
全文 [pDF]
http://www.informaworld.com/smpp/content～content=a911836625～db=all～.jumptype=rss
･Y.Miyaoka,Ⅰ.Ashida,S.Ka′wakami,Y.Tamakl,andS.Miyaoka:
Activitypatternsofthesuprahyoidmusclesduringswallowingofdifferentfluid
volumes.
JournalofOralRehabilitation-March10,2010.(電子版)
[sumary]
Influencesofbolusvolumesonactivitypatternsofthesuprahyoidmusclesduring
swallowingwereexaminedusingtheTPtechnique(whichquantitativelyeval'uatesmuscle
activitypatternsandindicatesanegativelyskewedpatternatlowerTPvalues)inhealthy
youngadults(eightmenandfourwomen).Oneofsixvolumesoftearangingfrom10to32
mLwasdeliveredrandomlytoeachsubjectwhilerecordinganelectromyogramofthe
suprahyoidmusclesandalaryngealmechanogramwithapiezoelectricsensor.Eachsubject
wasaskedtoswallowthefullvolumeofliquidinagulpifpossible.TPvalueswere
calculatedasdecilesfromTOtoTIOOduringintervalsthatweredefinedbythetrajectory
ofthelaryngealmechanogramrecordedduringswallowing.Sevensignificantdifferenceswere
detectedintheaverageTPvaluesfromT30toT60:between16mL(e.g.,0.448inT30)and
25mL(0.408inT30)andbetween20止 (0.453inT30)and25mL Thereweresignificant
dlfferencesamongthe12subjectsforallofthenine,averageTPvalues(Psく0･001),
suggestinganotableintersubjectvariationinthesuprahyoid(SH)activitypatterns.The
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averagepeakamplltudesoftheintegratedsuprahyoidactivitydifferedsignificantlyamong
thesixvolumes(P〈O.001),whiletheaveragedurationsmeasuredbythelaryngeal
mechanogramdidnot.灯hepresentresultssuggestthattheswallowingvolumemainlyaffects
SHactivitypatterns,whichwereevaluatedbytheTPtechnique,duringtheearlyperiod
ofeachswallow.
【論文紹介サイトのご案内】
全文 [pDF]https://www.e-proof.sps.co.in/.ja.asp?rfp=eeeyonaoka
･福島伸一,野口真紀子,田口 洋,野田 忠 :
知的障害者の歯科診療に対する適応性の長期変化.
小児歯科学雑誌,47:453-459,2009.
<要旨>
知的障害者の歯科診療-の適応状態を､長期間に渡って良好に維持することは､障害
者の口腔内の長期的な管理を行う上で重要である｡我々は､知的障害者の歯科診療-の
適応状態について､その長期的な変化を調べる目的で､新潟県知的障害者総合援護施設
｢コロニーにいがた白岩の里｣に入所している､最重度の知的障害者16名を対象に､歯
科診療時の5つの状況において､行動評価を行った｡ その結果を､20年前に同様の基準で
行った､初回調査の治療開始時から治療終了時までの歯科診療時の行動評価の結果と比
較し､年代間での適応状態の比較および各個人の適応状態の経年変化を調べ､次のよう
な結論を得た｡
(1)年数を経るに従い､｢適応あり｣と評価された者が､全ての状況で増加しており､
特に本調査時で有意に増加した｡また､経年的適応群 (経年的に評価が良くなづた群と､
｢適応あり｣の評価のまま推移した群)は､全ての状況で増加していた｡長期間の定期
診査によって歯科診療に慣れてきたことと､増齢によって心身ともに落ち着いてきたこ
とが､その理由として考えられた｡
(2)各々の状況で適応性の経年変化が異なっていた｡ 治療台に寝て歯科治療を受けて
いる間は､短期間で適応性が良くなりやすい状況であり､入り口から治療台までの間は､
最も適応性が良くなりにくい状況であった｡
【論文紹介サイトのご案内】
全文 [pDF]リポジトリ@新潟大学図書館で準備中
4)論文 (総説 overview)
【高次脳機能障害コース】
･杉下守弘､朝田隆 :
高齢者用うつ尺度短縮版一日本版 (GeriatricDepressionScale-ShortVersion-Japanese､
GDS-S-J)の作成について.
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認 知 神 経 科 学 11 (1) : 12 5- 12 7, 2 00 9 ･
【論 文 紹 介 サ イ ト の ご 案 内 】
全 文 [P DF ]
h t tp :/ /w ww . j sta g e. .js t .go . .jp /br ow se/n in ch ish in k e ik a g aku / 1 1/ 2 /_ co n t en t s/ - ch ar / i
a/
･ 杉 下 守 弘 :
A Izh e im er 病 神 経 画 像 戦 略 (A DN I) で 用 い ら れ る 認 知 症 検 査 .
(特 集 ｢認 知 症 診 療 マ ニ ュ ア ル ｣ Ⅰ . 総 論 ･ 基 礎 編 4 . 認 知 機 能 の 検 査 法 )
神 経 内 科 , 72 (Su pp l. 6) : 9 3- 99, 2 0 10 .
【掲 載 誌 ( 目 次 ) 紹 介 サ イ ト の ご 案 内 】
h t tp :/ /w ww .m o lcom . .jp / it em_ deta H /4 9 9 6 7/
･ 杉 下 守 弘 :
ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 国 際 共 同 臨 床 試 験 に お け る 認 知 症 検 査 の 翻 案 .
P sy ch ia tr y T o da y, 2 5 : 2 3, 2 0 10 .
･ 岩 田 ま な :
広 汎 性 発 達 障 害 児 の 模 倣 に つ い て .
日 本 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 学 会 誌 , 2 6 (2 ) : 1 17- 12 3, 20 0 9 .
【掲 載 誌 ( 目 次 ) 紹 介 サ イ ト の ご 案 内 】
h t tp :/ /w w w so c .n i l.a c . jp / ja c °/ jour n a l/ in dex .h tm l
h t tp :/ /w w w so c .n i l.a c . .jp / ja c °/ .jou r n a l/b a ck num b er / 2 6- 2 .p d f
5) プ ロ シ イ ー デ ィ ン グ ズ (proceed ing s)
【摂 食 ･ 喋 下 障 害 コ ー ス 】
･ 倉 智 雅 子 :
シ ン ポ ジ ウ ム 嚇 下 訓 練 の E B M 一 前 舌 保 持 嚇 下 法 の E B M .
言 語 聴 覚 研 究 , 7 : 3 1- 38 , 20 10 .
【掲 載 誌 ( 目 次 ) 紹 介 サ イ ト の ご 案 内 】
h t tp :/ /w w w . igaku - sh o in .co . .jp/b o okD eta i l.do ?b o ok = 8 1388
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6)文献紹介他
【高次脳機能障害コース】
･杉下守弘 :
年齢に関連した記憶減退とAPOEs4効果についての縦断的モデル化.
(CaselliRJ,DueckAC,OsborneD,etal:
Longitudinalmodelingofage-relatedmemorydeclineandtheAPOEepsilon4effect.
NEngle∫Med,361:255-263,2009.)
CognitionandDementia, 9(2):62-63,2010.
【掲載誌 (目次)紹介サイ トのご案内】
http://www.molcom..jp/iteI虹detail/51438/
7)学会発表 r_
【摂食 ･嚇下障害コース】
･壁基晶, 旦起盗, 高橋圭三, 也塵堕, 高野美佐子, 山村千絵:
加齢に伴 う舌体性感覚闇値の変化.
第 10回日本言語聴覚学会,
倉敷,2009.6.13-6.14
プ ログラム ･抄録集,p.173
･埋韮晶, 旦起盗, 阿志賀大和, 山村千絵:
加齢に伴 う舌体性感覚閥値と形状識別能の変化.
第 15回日本摂食 ･嚇下リハビリテーション学会学術大会,
名古屋,2009.8.28
プログラム ･抄録集,p.255
臣杜盗, 壁豊島, 阿志賀大和, 山村千絵:
健常成人における二種類の保湿剤が唾液分泌量に及ぼす効果.
第 15回日本摂食 ･嚇下リハビリテーション学会学術大会,
名古屋,2009.8.28
プログラム ･抄録集,p.339
･荒川高光,三木明徳,相棒幸夫,影山幾男,熊木克治 :
模骨動脈と尺骨動脈の分岐点を反回する筋皮神経と正中神経の間の交通枝.
第115回日本解剖学会全国学術集会,盛岡,2010.3.28- 3.30
解剖学雑誌 85(Supplement):130,March2010.
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･前田信吾,相棒幸夫,熊木克治,影山幾男 :
C7由来の鎖骨下筋神経の一例.
第115回日本解剖学会全国学術集会,盛岡,2010.3.28- 3.30
解剖学雑誌 85(Supplement):130,March2010.
･相揮幸夫,前田信吾,熊木克治,影山幾男 :
上殿皮神経と中殿皮神経の間を埋めるL4,5後枝外側皮枝及びSl内側枝の皮板について.
第115回日本解剖学会全国学術集会,盛岡,2010.3.28- 3.30
解剖学雑誌 85(Supplement):131,March2010.
･江玉睦明,影山幾男,熊木克治:
大腿四頭筋の神経支配様式について. '
第115回日本解剖学会全国学術集会,盛岡,2010.3.28- 3.30
解剖学雑誌 85(Supplement):131,March2010.
･鈴木了,稲吉祐樹,菊地昭仁,熊木克治,影山幾男
頚部一胸部浅層に出現した筋変異に対する形態形成学的考察.
第115回日本解剖学会全国学術集会,盛岡,2010.3.28- 3.30
解剖学雑誌 85(Supplement):131,March2010.
･時田幸之輔,熊木克治,影山幾男,佐蒔昇ヽ
足立のC型腕神経叢に伴 う厳窟動脈 (AxC)とその分枝の経路についての検討.
第115回日本解剖学会全国学術集会,盛岡,2010.3.28- 3.30
解剖学雑誌 85(Supplement):131,March2010.
･木村 幸,巨島文子,今田智美,倉智雅子 :
前舌保持喋下の訓練効果について一施行前後のVF解析を試みた症例.
第33回日本嚇下医学会,
久留米,2010.2.5-2.6
･宮岡洋三､蓮田一郎､宮岡里美:
食品特性による唆筋活動パタンの分化.
第51回歯科基礎医学会,
新潟,2009.9.27-28
JournalofOralBiosciences,51:153,2009.
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･宮岡洋三,産田一郎,岩森大,玉木有子,川上心也,宮岡里美:
唆筋活動パタンの食品識別能.
日本官能評価学会2009年度大会,
東京,2009.ll.28
【高次脳機能障害コース】
･佃 一郎:
発達障害の診断-チェックリストから何を読み取るか.
日本外来小児科学会,
大宮,2009.8.29
･岩田まな,岩田光見:
言語発達における2つのストラテジー.
第35回日本コミュニケーション障害学会,
長岡,2009.5.
【両コース共通】
･加藤豊広,宇津木努,平井額徳,伊林克彦,山村千絵,的場巳知子 :
CV4テクニックの健康管理としての有用性.
第24回日本保健医療行動科学会学術大会,
神戸,2009.6.27-6.28
第24回日本保健医療行動科学会学術大会抄録集,p.80,2009.
･加藤豊広,吐由伍,宇津木努,平井額徳,伊林克彦,山村千絵,的場巳知子 :
前腕の屈筋群-の鋪施術が握力の両側性機能低下に及ぼす影響.
第 13回日本統合医療学会,
東京,2009.ll.2卜11.22
第 13回日本統合医療学会抄録集,p.114,2009.
･丸茂大輔,宇津木努,平井額徳,加藤豊広:
吸角刺激による筋力-の影響.
第31回 (社)東洋療法学校協会学術大会,
京都,2009.10.8
第31回 (社)東洋療法学校協会学術大会抄録集,p.52,2009.
･宇津木努,柿坂昌美,加藤豊広:
腹部鍍通電療法を行った 1症例の痩身効果の検討.
第58回全日本鋪灸学会学術大会講演集,
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大宮,2009.6.12-6.14
全日本鍍灸学会雑誌,59(3):210,2009.
8)研究会発表
【両コース共通】
･加藤豊広,佐藤泰子,宇津木努,平井顕徳,伊林克彦,山村千絵,的場巳知子 :
頭蓋仙骨治療 (craniosa6raltherapy:CST)による禁煙支援の一例.
第 13回東洋オステオパシー協会総会臨床研究会,
･大阪,2009.12.6-12.7
(東洋オステオパシー協会)OsTEOPATHⅠ会報,12:9-10,2010.
9)学会での講演､シンポジウム
【摂食 ･嚇下障害コース】
･倉智雅子 :
舌前方保持嚇下法(TongueHoldingManeuver)のEBM.
第 10回日本言語聴覚学会 シンポジウムⅠ喋下訓練のEBM,
#&,2009.6.13-6.14
･倉智雅子 :
ThermalTactileStimulation.
第 15回日本摂食 ･嚇下リハビ7)チ-ション学会:シンポジウム5癖下手技を究める,
名古屋,2009.8.28-8.29
【高次脳機能障害コース】
･杉下守弘 :
日本版MMSE短時間精神状態検査.
第 14回日本認知神経科学学会 特別企画 認知症テスト講習会(1)Ⅰ,
東京,2009.7.25-7.26
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10)研究会 ･研修会 ･公開講座等 (学会以外)での講演
【摂食･喋下障害コー ス】
･熊木克治:
｢横隔神経を調べよう｣ ｢腹膜の理解｣
特別講義､解剖学実習指導 : 日本歯科大学生命歯学部 (東京)2009.6.22
･熊木克治:
｢鼓索神経とは｣ ｢足立AdachiC型を探ろう｣
特別講義､解剖学実習指導 : 日本歯科大学生命歯学部 (東京)2009.6.29
･熊木克治:
｢頚も胴体である｣
特別講義､解剖学実習発表討論指導 :埼玉医科大保健学科 2010.1.18
･熊木克治:
｢ヒトの一生 ヒトはどこからやってきたか 一 体節｣
特別講義､解剖発生学講義 : 日本歯科大学新潟生命歯学部 2009.10.22
･熊木克治:
｢ヒトの一生 ヒトはどこからやってきたか 一 触弓｣
特別講義､解剖発生学講義 : 日本歯科大学新潟生命歯学部 2009.10.29
･熊木克治:
｢ヒトの体は二重の筒 一 人体の基本構造｣
特別講義､解剖学 :新宿鍍灸柔整専門学校 2010.2.1
･熊木克治:
｢解剖学実習｣
解剖学実習指導 : 日本歯科大新潟生命歯学部 2009.10.1- 2010.1.29
体解剖学実習の指導 (客員教授､ 毎週木､金曜の午後 30回)
･野田 忠:
世界の食べ物.
新潟大学教養科目:新潟発 『食べる』,
新潟 (新潟大学),2009.7.17
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･野田 忠:
小児患者の対応.
講義科目:小児歯科学,
新潟 ｢(新潟大学歯学部),2010.1.7
･野田 忠:
ケース-の対応.
新潟家庭裁判所 ｢聴こう語ろう会｣,
新潟,2009.9.24
･倉智雅子:
神経疾患の音声治療 :LSVT.
第 54回日本音声言語医学会ポストコげ レスセミナー,
福島,2009.10.17
･真貝富夫:
嚇下誘発の神経機構とのど越しの感覚.
第 26回大分嚇下音声言語研究会:特別講演,
大分(大分県医師会館),2009,7.19
･真貝富夫:
味の不思議 ･のど越しの味.
新潟リハビリテーション大学院大学地域公開講座,
村上,2009,ll.27
･宮岡里美:
誤癖､窒息事故の予防と対策.
(医)青松会 松浜病院:全体研修会,
新潟,2009.9.16
･宮岡里美:
精神科における摂食 ･嚇下障害の特徴とその対応.
(医)青松会 松浜病院:全体研修会,
新潟,2010.1.20
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【高次脳機能障害コース】
･佐藤舜也:
腰痛について.
新潟県中途視覚障害者連絡会総会,
新潟,2009.ll.29
･佃 一郎:
療育プログラムの基本とねらい.
立川市立心身障害児通園施設 ドリーム学園:父親参観 日講演,
東承,2009.6.20
･佃 一郎:
父親の役割 ･子ども-の対応.
国分寺市立こどもの発達センターつくしんぼ:親子宿泊訓練講演,
東京,2009.7.4
･佃 一郎:
家族の役割.
立川市立心身障害児通園施設 ドリーム学園:夏季親子宿泊訓練講演,
東京,2009.7.ll
ノ
･佃 一郎:
てんかん症候群について.
国立市あさがお作業所職員研修講演,
東京;2009.9.3
･佃 一郎:
父親の役割.
国分寺市立こどもの発達センターつくしんぼ:父母会講演会,
東京,2009.10.26
･佃 一郎:
食青とは.
高峰福祉会研修会講演,
東京,2009.ll.22
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･佃 一郎:
見るカー見せ方の工夫から.
立川市立心身障害児通園施設 ドリーム学園:ゆめ祭講演 (一般公開),
東京,2009.ll.28
･佃 一郎:
療育における教材の活かし方.
障害児療育研究会講演,
東京,2010.2.6
･岩田まな:
脳と記憶一学生の特色に合わせた学習方法-.
大阪医療技術学園専門学校講師会議講演,
大阪,2009,8.
･岩田まな:
小児の高次脳機能障害.
大阪医療技術学園専門学校言語聴覚学科,
大阪,2009,8.
【両コース共通】
･小内 信,加藤豊広:
皮内賊について.
鍍灸新潟月例研修会,
新潟,2009.9.13
ll)科学研究費
科学研究費 (主任研究者)申請
･基盤研究 (C)(文部科学省) 1件
･挑戦的萌芽研究 (文部科学省) 3件
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12)学位 (修士)論文指導
【摂食 ･喋下障害コース】
･山村千絵
依藤…晃 :
アロマオイルのニオイ刺激による唾液分泌促進効果
-ブラックペッパーオイルとカルダモンオイルの場合-
<要約>
唾液は､味覚の発現や消化に関与し､さらに口腔諸器官の運動を円滑にするなど､阻
噂から嚇下のすべての過程において重要な役割を担っている｡臨床では､唾液分泌が少
ない患者さんに対して､唾液腺や口腔粘膜のマッサージをしたり､舌 ･顎 ･口唇の運動
を行わせたりして､唾液分泌を促 している｡しかし､これらの方法は患者さんの高次脳
機能が比較的良好な場合にしか適応できない｡本研究では､指示に従ったり開口したり
することが困難な患者さんにも容易に適応できるニオイ刺激を利用できないかと考え､
アロマオイルのニオイ刺激による唾液分泌促進効果を調べることを目的に実験を行った｡
被験者はアレルギー疾患を有しておらず､唾液腺疾患や口腔乾燥症状がなく､かつ異
境症や喚覚障害を有していないことをスクリー ニング検査で確認できた健康な成人男女
43L名 (男性18名､女性25名､平均年齢±標準偏差-21.8±1.2歳)とした｡
ニオイ刺激の試料はアロマオイル100%の原液を用い､ブラックペッパーオイル (Black
PepperOil以下BPOと略す)､カルダモンオイル (CardamonOil以下COと略す)､そして
無臭対照試料のホホバオイル (JojobaOil以下JOと略す)の3種類とした｡アロマオイ
ルはスティック状のムエツトに塗布し､被験者の鼻孔の前30mmの位置に提示し､通常呼
吸によりニオイを吸引させた｡ニオイを喚いでいる間の唾液分泌量を30秒間ワッテ法に
て4回ずつ測定し､その平均値を測定値とした｡認知的要因が唾液分泌に影響を及ぼす
可能性を排除するため､ニオイ試料の名前の開示は実験終了後に行った｡
その結果､安静時 (実験 Ⅰ:0.111±0.014(g),実験Ⅱ:0.130±0.020(g))やJO刺激
時 (0.118±0.018(g))に比べ､BPO刺激時 (実験 Ⅰ:0.164±0.021(g),実験Ⅱ:0.175
±0.026(g))やco刺激時 (0.182±0.026(g))に唾液分泌量が有意に増加した｡BPO刺激
時とCO刺激時を比べた場合､唾液分泌の増加畠に有意差はなかった｡また､男性と女性
による増加量の差はなかった｡
BPOは島皮質を活性化し嚇下反射の潜時を短縮することが､すでに明らかになっており､
BPOのアロマパッチは嚇下リハビリテーションの臨床に応用されている｡さらに本研究に
よりBPOやcoには唾液分泌促進効果があることが確認された｡今後はニオイ刺激の頻度や
期間を変えたりして､さらに精査していくことにより､BPOやcoを､口腔治療の場に新し
い手法で応用していくことも可能であると考えられる｡
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【高次脳機能障害コース】
･杉下守弘
ヽ
土経文都:
アルツハイマー病における心理検査の問題点.
<要約>
米国のアル ツハイマー病神経画像戦略 (AIzheimer'sDiseaseNeuro空 ging
lnitiative;ADNI)で健常者 (NL)､軽度認知障害 (MCI)､アルツハイマー病 (AD)の分
類は､MMSE､CDR､LogicalMemoryⅡを使用している｡心理検査の基準をみると､MMSE24
-26点',CDRO.5､LogicalMemoryⅡ教育歴 16年以上は8点以下､教育歴8-15年は4
点以下､教育歴 7年以下は2点以下で得点範囲が重なっている部分がある｡得点範囲がi
重なっておりMCIとADに分類できないものを調べると210名いることが分かった｡
しかし､ADNIではこれらの得点範囲のものはMCIADとして分類されているのではなく､
MCIかADのいずれかに分類されている｡そこで､明確にMCI､ADを分類するために視空
間機能､言語機能､注意/実行機能､日常生活機能の検査を分析することで､MCIAD-MCI
群､MCIAD-AD群を分類する方法がないか検討した｡ まず神経心理検査についてNL
群､MCI群､MCIAD-MCI群､MCIAD-AD群､AD群の平均値と標準偏差､得点範囲を比較し
たが分類することはできなかった｡次に生活機能検査について､MCIAD-MCI群とMCIAD-AD
群の平均値､得点範囲を比較しても分類するこtとはできなかった｡認知領域の欠損個数
を比較したがMCI群､MCIAD-MCI群､MCIAD-AD群､AD群とも同様の認知領域の欠損個数
であった｡
NL群､MCI群､MCIAD-MCI群､MCIAD-AD群､AD群を比較検討した結果､MCIAD-MCI群､
MCIAD-AD群を神経心理学検査 ･生活機能検査では明確に分類することができなかった｡
MCIとADの診断基準を比較すると､認知機能･日常生活機能が分類のポイントであるが､
検査結果を分析するとMCIでも､認知機能 ･日常生活機能で何らかの障害が起こってい
ることが考えられる｡3つの神経心理検査で得点範囲が重なっているものは､明確の基準
でMCIとADに分類する方法はなかった｡ 現時点ではNL群､MCI群､AD群の3群には分
類できないので､NL群､`MCI群､MCIAD群､AD群の4群に分類するほうがより症状の把
握に有効であると考えられる｡今後､NL群､MCI群､AD群を明確に分類できる有効な評
価方法を開発する必要がある｡
13)その他
(1)学会等での座長
【摂食 ･嚇下障害コース】
･倉智雅子 :
第 15回日本摂食 ･嚇下リハビリテーション学会 訓練1.
名古屋,2009.8.28-8.29
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(2)学会､研修会､公開講座等の主催 (
【摂食 ･嚇下障害コース】
･影山幾男､佐藤昇､熊木克治
第3回肉眼解剖学セミナー新潟
｢頚部の局所解剖学 一 膳窟 ･上肢､顔面 ･頭部-の発展｣
側頚部の局所解剖学と形態形成の原則追究を進めるが､それぞれの解剖所見や興味に
よって問題点を広げ発展させる｡
川崎医大､神戸大医､東京医大､東京歯科大､埼玉医大､新潟県立看護大､日本歯
科大新潟などから合計26名参加
日本歯科大学新潟生命歯学部病院地下1階解剖学実習室にて
2009.8.10- 8.21
･倉智雅子 :
LSVT①RLOUD 認定講習会主催.
村上,2010.8.22-8.23
【高次脳機能障害コース】
･伊林克彦,山崎 暁:
第14回 新潟神経 ･言語障害学セミナー (講師 :矢守麻奈先生,本村暁先生)
村上 (岩船広域教育情報センター),2009.8.1-8.2
【両コース共通】
･加藤豊広:
第25回日本保健医療行動科学会学術大会 企画実行委員.
2009.9.10- 2010.6.30
(3)､学会誌の企画
【高次脳機能障害コース】
･岩田まな :
企画 :特集 ｢広汎性発達障害一自閉性障害を考える-｣
日本コミュニケーション障害学会誌,26(3),2009.
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(4)寄稿文
･熊木克治 :
新潟日報 :"窓"投稿コラム-の掲載
｢アカデミックドレスに心新た｣
｢桜に草もち 春を感じた日曜日｣
｢表情豊かな海沿いの道楽しむ｣
｢チョウと菓 自然の摂理に感動｣
｢リハビリ施設 一層の充実望む｣
｢水産研究所の仕事ぶりに敬意｣
｢プロの農家が作る野菜に感激｣
｢高齢の母と昔のように柿採り｣
｢自己流家庭菜園に反省の年末｣
2009.4.2
2009.5.3
2009.6.27
2009.7.30
2009.9.16
2009.10.21
2009.ll.10
2009.12.3
2010.1.9
｢"ヒポクラテスの木 "成長願 う｣2010.2.9
｢ヤツメの干物が講義で大活躍｣ 2010.3.8
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注 :掲載について
1.本学の専任教員､大学院生及び研究生の氏名にアンダーラインが引いてあります｡
2.配列順序については以下の通りです｡
① 掲載項′目は､以下の順です｡
著書
訳書
論文 (原著 original)
論文 (総説 overview)
プロシイーディングズ (proceedings)
学会誌-の文献紹介
学会発表
研究会発表
学会での講演､シンポジウム
研究会 ･研修会 ･公開講座等 (学会以外)での講演
科学研究費 (主任研究者)申請 (件数)
学位 (修士)論文指導
その他
･ 学会等での座長
･ 学会二研修会､公開講座等の主催
･ 学会誌の企画
② 各項目内の配列順序は､摂食 ･嘆下障害コース､高次脳機能障害コース､両コース共通
の各所属教員の業績の順です｡
③ 各コース内の配列順序は､業績の筆頭者が本学関係者 (専任教員､大学院生及び研究生)
である場合､それ以外である場合としました｡また､その項目内では､英文業績､和文
業績の順です｡各言語内では教員の職位順です｡
④ 各教員内の配列順序は､発表年月日の古いものから新しいもの-の順です｡
⑤ 論文 (原著original)については､要旨を記載しました｡また､当該論文が公表され
ているサイ トも紹介しています｡
⑥ ⑤以外の論文等については､掲載されている雑誌 (目次)を紹介しているサイ トを紹介
しています｡
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9.研究費
学内研究費一覧
共通教育 ･研究費
コース別教育 ･研究費
教員 1-人当たり研究費 300千円
コース研究費 (摂食 .嚇下障害コース) 1,000千円
コース研究費 (高次脳機能障害コース) 1,000千円
設備購入費 12,480千円
図書購入費 1し657千円(
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10.図書館
1) 蔵書
和書 洋書 計
2010年4月 1日現在
-51-
ll.学生関係
1)学生定員
コニス名 入学定員 収容定員
高次脳機能障害コース 12名 24名 計48~名
2)入学者選抜
(1)募集人員
平成 21年度募集人員
コ_-ス名 募集人員 備考
高次脳機能障害コース 12名 l 2摘 -
平成 22年度募集人員
コース名 募集人員 備考
高次脳機能障奮コーチ 12名 】 24名
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(2) 入学選考試験実施状況
平成 21年度入学選考試験
出願期間 入学選考試験 合格発表
第 Ⅰ期 平成 20年 9/8- 9/17 平成 20年 9月27日(土) 平成 20年 10月 3日(金)
第Ⅱ期 平成 20年 10/27_l～11/5 平成20年 11月15,冒(土) 平成 20年.11月21日(金)
第Ⅲ期 平成 20年 1/5-~1/14 平成 21年 1月24日(土) 平成 21年 1月30日 (金)
第Ⅳ期 ~平成 21年 2/23- 3/4 平成 21年 3耳 14日(土) 平成 21年 3月 18日 (水)
平成 22年度入学選考試験
出願期間 入学選考試験 合格発表
第Ⅱ期 平成 21年 10/26-ll/4 平成21年 11月14日(土) 平成 21年 11月20日(金)
第Ⅲ期 平成 22年 1/4p- 1/13 平成 22年 1月23日(土) 平成 22年 .1月29日 (金)
第Ⅳ期一 平成 22年 2/22- _3/3 平成 22年 3月 13日(土) 平成 22年 3月 17日 (水)
3)在籍学生数 (平成 22年 3月31日現在)
コース名 在籍学生数 合計
1年生 2年生
高次脳機能障害コース 2名. 3名 129
5ー3-
＼4)学生生活
(1)オリエンテーション実施状況
日時 :平成21年4月4日 (金) 13:00-15:00
場所 :本学 サロン教室
内容 :1,資料等配布 ①学生証 ②学生便覧 ③シラバス ④時間割
⑤修士論文関係要綱 ⑥その他
2,教職員参加者 ･学生 自己紹介
3,学生生活について
4,履修説明 ①講義 ･実習等に関する履修方法について
②修士論文作成について
5,今後のスケジュール概要
6,図書室利用について
7,その他
8,校内見学 ①利用のきまり説明
②校内見学
③学生研究室個人席決定
9,研究相談会 15:00-16:00
(2)奨学生
コース名 奨学金利用状況 合 計 .
摂食 .嚇下障害コース 1年生 2年生
日本学生支援機構 - 1名 1名
コース名 奨学金利用状況 合計
高次脳機能障害占-ス 1.年生 2年生
日本学生支援機構 - 1名 1名
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